
ワクチン接種後の副反応等に対応する医療体制の確保

● 新型コロナワクチン接種後の副反応を疑う症状について，被接種者は，まず，身近な医療機関（接種を受けた医療機関や，
かかりつけの医療機関等）を受診し，受診した医療機関は，専門的な対応が必要であると判断された場合に専門的な医療機
関を紹介。

● 専門的な医療機関としては，総合診療科又は複数の分野の内科診療科を有する等，総合的な診療ができる体制を有するこ
とや，医療アクセスの観点から地域ごとに確保されている必要がある。

被接種者

接種医，かかりつけ医

県

専門的ｺｰﾙｾﾝﾀｰ
082-513-2847

（電話が難しい方 FAX 082-254-7114）

（小児の保護者からの相談対応を含む）

専門的な
医療機関
（総合的な診療）

広島大学病院

ワクチンメーカー
＜医療機関向けｺｰﾙｾﾝﾀｰ＞

ファイザー社：0120-664-467 (平日：9:00～17:30)

モデルナジャパン：0120-793-056 (平日：9:00～17:30)

第一三共社：0120-693-132  (平日：9:00～17:30)

武田薬品工業：0120-566-587  (平日：9:00～17:30)

Meiji Seika ファルマ：0120-093-396 (平日：9:00～17:00)

受診・相談
紹介

電話相談

相談

回答，受診の勧め

電話相談

協力依頼

委託

専門的な医療機関
リストの提供

まずは，接種を受けた医療機関や，かかりつけ医
等に受診するよう促す。
※頻度の高い軽度の副反応は，接種医・かかりつけ医等で対応

診察の上，更なる対応が
必要な場合，事前相談し，
専門的な医療機関を紹介。

（参考）専門的な医療機関数

（R７.８.28時点）

（※）アナフィラキシー対応のみの
医療機関を含む

県内22か所
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